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要旨    

31 歳女性．喘鳴を主訴に近医を受診した．経気管支生検や PET-CT で肺

門部扁平上皮癌（ cT2aN2M1c, s tage ⅣB），WHSC1L1-NUTM1 融合遺伝

子陽性と診断された．骨転移による腰背部痛で緊急入院し，カルボプラ

チン，アルブミン懸濁型パクリタキセル，ペムブロリズマブ療法を開始

した．腫瘍は一旦縮小したが 2 コース目開始前に再増大と全身状態悪化

し，治療開始から一カ月で死亡した．肺原発 Nuclear protein in test is

（NUT）癌は予後不良であり文献的考察を交えて報告する．  
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